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つくば市が、高エネ,f南側用地のデータセンター・物流基地の計画を

1年間凍結することを、グッドマンジャパン社に要求することに関する請願書

講願者 住所 つくば市

IEI:11,F

紹介議員 洒井 泉

請願題旨

つくば市高エネ研南側用地に工事が始まった。_多 くのf肘民が望んでいた森の

ある緑地公隊Iの建設が始まつたと喜んだが、突は計画電力 1000 MWの 日本最
大クラス大規模データセンター建設であった。手の巨大データセンタふが消費
する原子力発電原子炉"基分に相当する踊力が金て熱に変換される。当該用地
にとんでもなく巨大な熱源が発生することを意味する。周辺の気温や温度 (冷

却永の恭発による)の…L昇が、先例の実綾や研究から!明 らかにされている。
‐
夏

季にはこの熱と―般家屋の空調機が排出する熱の相乗効果でと―トアイランド

現象の発生が予想される。木だけでなく自然繋境も変化し生物に影響が及ぶ。
この巨大電力と大量に消費する水をいかに現場に脳

rけ

るのか、排熱問態をどう
処理するか心配である。

デー宏センタ■が「高エネ研簡側米率i用地上地利用方針」「つくば市の理境基本条

汐lJいずれにも大きく乖測としているのにもかかわらず、データ地ンター建設を日
的とするグッドマンジャパン社が公用地「寓エォ、研南側用地Jのい・播売却の相手
として選ばれた。何故そうなったのか市民は不思議に思っている。どのような

手続きを経てそうなつたのか経過金てを議会及び市民の前につまびらかにして
いただきたい。データセンターが国内どこに在つても利州するlllllに は何の支陣
もない。そもそも市民はそれ以外にデータセンターについての詳細1について金

く知らない。つぐば中にとって必須の存在ではなく公害の元になるデータセン

ターの建設を1年間凍結し、その遅延して得た時間をこれらの問題の本質を真

つ
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す・る とこ てれ 湊Iずと幾も二Eじ い方 い
Ｌ するで り

政治は、行映府と議会に携わる音たちの内画を等しltiす鋭でぁります。

次に、上記とは金く興なる視点からデータセンター建設の遅延が人類の未来
を左右するという重要な事実について言及する。魂在、人I知能 (AI)の樹〕発
Ⅲ係る天才たちの多くが、AI開発の遅延を派えている。理由はAI開発企業や劇家
が、人五態知能 (ASI)整待に向かってデッドヒートを展拶Hしている中、ASIの資金性

為継総ふ:詈P6献ふ理管負部町塩玩朧 身ほ霊狭留鞘f魅ぞ1盈七曳徳
自体が人幽を必要なしと判lγrしたら人類はおそらく終薦する。AIの鯛発 ,巡川!にはデ
ータセンターが必笈の存F藍である。故にデータセンターの建設の避妊は、人類の友と
なる安企なASIを開発する時制を与えることに質触します。

データセンタi建設を避延させることで生まれる時制が、行政、騒会(市民が和を
もってデータ■ンターの問題を①つくば中の視野と②世界的視野のWfmiか ら拠ぇた撒
諭の場を与えてくれます。そこで積み、1とかった筑波の智慧は、美しいっくば市と平AI
な世界を創る礎になります。ぜひとも、データセンタエ建設の1年剛凍結を実F)として
いただきたく、よろしくお願い群Iし上げます。

!               講職事項

『心くば市が(高■ネ務南側用地のデータセンター・物流基地の計画を1年闘凍結
することを、1グ ッドマンジャパン社に要求することを請願するJ  ―

請願理由

' 第一章 らくば市の高エネ研南側用地におけるデこタセンター計画につぃて
(1)つ くば市に必要な計画ではない

つくば市民にとってまるで寝編:に水のように大規模データャンターの建設が始めら
れている。先成すれば10oo M帯 の鼈力を消費するという。ユI:がれた電気エネルギー
はすべて熱エネルギエに変わる。らくば雪f?総電力鸞要の,15倍 (原子力発鑓 1娘の
発電難)と んでもない電気鍵である。フ作助中の施設を、発生する無盤とぃぅ側i置から
眺ゃると、高エネ研菌にlkW電熱器を10o万台並べてl籍中逸竃し統ける行為に等
しい。センター内に並べられたサーバとは60℃必上に耐えられないからi冷却装置が

至孝密ζξ

'こ

と:常ことを言こ争3森畜
赳括額R:ち ?愁縛獄癬幣驚線総ζ禽球養

て、冷却卿ェ業用水の消費は一日に数万卜
境に及ぼす悪影響は大きい。それに加え
ンという専門家の試算もある。災等時の市

民枚済という名自で担下水の議く設備の設置が決まっていると開く。人額すよ、膨大な
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地球の地下水を消費し尽くし、世界各地で地盤る伯没事故の多尭が報じられている。い

まや水は石油をしのぐ国際戦略資源となつている。

参考資料 (1):隅連大学水 '琲境・健康研究所 2026年 6月 3日 に発表した報告審

E主主VirOnmentat Cost of AI's Energy Usci CarbOn,Water axld Land Footprintsに よ冷

と、2030年までに、世界中でAI(人 J:知能)を動かすデータセンターの電力消費獣

は、9450億キロワット時に逆すると予測されている。これは、パキスタン・バングラ

デシュ・ナイジエリアの3カ簡 (令静「人は16億 5000万 人以..:1)を 合わせた年間妃カ

消費量の 3倍近くにあ々る。また、叱力消費にイヽl・ 1随する水の消費雄はサハラ以陶のア

フリカに幕らす 13僧人分の…角i間の生活用水無に相Йし、上地の使用面積は 1ガ

4500平方キロメI^ト ルを超え、3200万人以.tiが増iむジャカルタ謝
`市

閣
')約
2倍に陣

敵する。デエタセンターの年間水消費胤は2030年 までに、サハラ砂決以削のアフ

'力で暮らす 13億人が 1年削に使用するJi活用水の彙に達すると危恨する。

参考資料 (2)人 H減少にlMむ広大な空き地と馳常な水を有する常曲県南砺Hlは、辮用

電力3,100MWデータセンター (日本般大規模)を誘致じ逆幹を開始した。施設は広

大な土地にゆつたりと計画されている。(鷲砺市 HP)

綱とって、つくば可▼は、わが国では人rl増加を継統する稀な剤;TFであり、人日常度が

年 宙々くなつており、H胡市とは真逆の状況にあるb広 くもないつくば1すに、大規棋
データセンタ‐を誘致することは合難1とを欠いている。データセンター建設は、商砺

f世のような広大な土地と水資源を有する地方に任せるべきである。IT、 Alを利′‖する

私たちにとつて、データヤンタとが博H内 どこに在っても何の薦洋も感じない。情報は

光ケープルを簡速度で刷くからである。閑みた、広報つくば特別号第 1ページに褐載

されたWhatis a data ceれ ter?lま センターがつくばHざに位縦することが市民にとちて

あたかもメ)ッ トがあるかという誤解をもたらすものである。どこに在っでもいいの

である。

グンド寺ンジャパン社の解`1覇する大規模デ中タセンターの処設は、①電力問題、排

熱問題、水θ)問題に加えて、②議会の調査特別委員会の提営を基礎につくば

“

が策定

した「腐エネ研前椒」米利
'11地

土地41用方針案Jと 完金に殖離しており、③「つくば中

辮境纂本条例J及び、④つくば

“

が定めた「大穂地区計画」にも連反している。

つくば市民が、写の突態や何故こうなったのかについて真突と詳鶏Hを知らない。かか

る重要政策がlf民を蚊帳の外にして進めるのは、民主主義に反する。 !  ′

そもそも我々市民がディタセンターとは何かを失口らない。この 1年のモラトリアム

期間中に、まずはデータセンタ‐とは何かを正しく認識した上で、以下に露わになっ

た闘題点を起点とする鶴会とつくば市民の間に議論が深まれば、事は自ずと正ししヽ方

向に収束するでありましょう

(2)グッドマンジャパンの上地利用計画が、つくば市の「土地利用方針どに合致し
ない

① データセンタエ・物流熟地が「高エネ研南側未不ほ用地土地利用方針どの内容を油
たしてない。つくば中の土地刑用方針で示された望ましい施設の役審1・ 粘t能とは、以
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下の5条件である。

(1)豊かなn然躁境、幅広い分野の研究機関や人材の集積などの最先端の取組に代表さ
れるつくばならではの資源特椒iを十分にいかせるもの

(2)市民エーズに対応し、地域の活期i化に貫献するもの

(3)束日本人縫共鮮の牧翻1を 41か し、H市民が安全・安心に暮らせるまちを突跳するた
め、奥筈に強いまちづくりに寄|チするもの。

(4)f付民のコミュニテイ形成に答与するもの             「  (5)、
交通の利便1期,から繊光や雄業の振興に衛与するもの

つくば呵fと プロポーザル審社委員会はtデータセンターは(1)と (5)に該当するとして
いる。しかし、データセンターは厳革な機密保持が求められる施設であり、「幅広い分

野の研究機関や人材の集積などの餓先瑞の取剤1に代表されるうくばならではの食湖i幣

性Jと の研究交流はあり得ない。また、膨大な電力を消費し、深刻な移r熟川題を抱え
る施設は、出かな自然理脱を破壊する施設である。剛様のテ‖l眸Iで、「交通の不可使‖:か ら
観光や産業の振,atiに寄与するJこ となどあり得ない。
また、つくば市とプロポーザル審介委興会は、物流施設は(3)に該当するとしている
が、物流施設は村たが現地にいないから(多人敷の前主の流通物資を緊急時の災筈文
桜物資として流用することなど不可能であるi

以.上の機に、つくば中とプロボーザル審査委員会が、データセンパ■と物流基地をう

くば引1の Ji地利,11方針に合致する施設として優先交渉著に選定した理由
'は

、納待でき
ない。まるで結綸ありきで、無理11や りこじつけた感は種ヽりない。

② つくば劇イの燃境娘本条例では、つくば市は「哄境本の負Tすの低減その他、環境の
保命に積極的に努めるJ資務を有すると規定している。大規模データセンターはtつ
くばf庸が消賀する電力の2.5倍の電力を狭いエリアで集中中に使用する。この様な施

設の川地として公布地を尭却することは、つくば市の球現基本条例に逸反する。

③  「大穂地IX寵・簡Jには、単4該地tXの整備・開発及び保金に関する方針として、「省
エネルギー、C02削減、ヒートアイランド対策等、興境に配慮した V樹発 t建築に努
めるJと 明記されている。子環境基本条例の場合と同様の瑠と山で(大規模データ地ンタ
ーの■1地和I用は、地区剖・閻に精しく巡反しているも

④ .グッドマンジヤパン社とつくば中の売爽契約時に、1000 MWの データセンターの

規模と排熟欄題に関する情報提供は無かつたと言われている。売封〕契約はつくば市の

錯継によるものであつた可能性が高い。錯設による契約であるならば、民法第95条に

より取り潤すことができる可能性について専F4家に検討を依頼する。臣大データ地ン

ターによる排熟問題が明らかになつた以、11、 市民の健康と財産を守るため、つくば

“
は契約を見度すべきである。

(3)つ くば市は1000 MW討・画を止める手だてを考える必
‐
要がある     

フ

このまま兜対1契約が継統すると、つくば中はグッドマンジヤパンの 1000 MW Iii大

データセンターの計画を止めることはできず、つF熱被寄による霧いつくば劇f、 譲磁度の

高いつくばTドを免れない。
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り,無に開する法規制がない状態で、イト市計I跡iの地区討樹晰の躾準を満たしていさえす

れば、つくば「Fは建築穣r可を出さぎるを得ない。まやかしのガイドラインを作っても

法lどヽどな強常↓力は何もない。

日本鍛高レベルである1000 MWも の臣大電夕Jと 、かなり消費されると懲われる水

をどう持ってくるのか、‖V選いなく起こる気温と温度の上昇をどうするのか、いずれ

も大問題である。大穂のようにかなり衡が襲わてきている狭陥な土地とと、スーパース

ケールのディタセンターを造ると、かなりの範囲気候変動が起こるのは必定である。

風下方ド1は数℃気温 L鶉Lが予想される。ヒートアイランド現象にlMま されるであろ

う1自然の生物相にも変化が起こる。碧いつくば市、汎度のi町いつくば雪Tか ら市民を

守る解決策を探らねばならない。

(4)売買契約から10年後の2032年の時点で利用計画が未実行の土地については買戻

し特約の厳重な行使を求める      ,

売却契約後 10年間の=L地利用規岬す守1剛
を過ぎると、転兜や創・画の変更に歯市iめがか

からなくなるよ2032れ:9州 の時点で土地利川1制・画の実施がされず、既存の建物の建紋

率を越えて、J4初の制・面通りに上
'也

利州が柴施されないエリアについては、買戻し特

約を厳正に行使して只い戻すべきである。)と々は市民の賛純な公お,名畑地であつた14地

が、死却後に転兜されたり、市民のための土地利用と以外の用途に対転用されるようなこ

とがあってはならない。

第二章 データセンター建設速度はAI(人よ知能)の開発速度を制御する

ASI(人工憲知能)の開発と週用には大堺棋データたンターが必須そある。故に大規

模データセンターの建設ほ本SI骨出発競争を加速する。人類史li未幣なの過熟状況にllllヽ

っているASX開発競争を火事に例えるならば、陣大データセンター処設はその火$に

油を注ぐ行為に他ならない。後で述べるようにAIの進化が人類を滅ぼす可能性がある

からには、つくば市に、人類が競って開ダを深イとさせているASIの安全性が技術的に担保

されるまで巨大データセンターを建設すべきではない。そのようなAI開発が蕊大な,

スクをかかえる現状下では、データセンターは市が定めた「高エネ研南側未利用の上地

利用方針 (1)～ (5)Jのいずれにも該当しないことになる。

【議論のために必要な▲Iについての最低限の豆知識】

Axと今まで我々が呼んでいた人正知!能は、ANI(特化型人工知能、ArtttciЛ NarFOW

Inteiligcnce)で あり、特定のタスクに特化した人止知能である。特定領域では人出を

上IHる J超二能を発揮するがt制排されていない領城には対応できないというり]確な限界

があるよつまり、人間に従〕Щかつ便利な存在である。

ACI(汎用人五知能、Artincial Gener』 Intdhgence)は、人開と同等の汎用的な知的

能ジJを持つAIをいう。AGIは常締瑚削Tや諭封!的推論、府Ц造的思考、社会的判断な

ど、あらゆる角1的観域で人間並みの柴1吹‖1を発樹ヽすることが期待される。この時点
｀
       5



で、人々が持つ牲あるいは1た事のほぼすべてがAGlにとうとって代わられると強想する考
え方もある。AI造化は白律型ロボット進化に運動しているので、人虹は食うための仕
I事をこなさなくてよくなる。                       ,

ASI(人工超知響、Arinciat supedntdゝ gencc)は、究極の人杜角ィ能である。ASと は
「再帰rr、J自 己改紺」のメカエズムに基づく自己改酵能力を持わため、…度誕生すれば

沖らのアルゴリズムセ白律的に最適化し統け、人IⅦの角1能との雄を指敷凹敷的に宏げ
ていぐ。「人岬をはるかに超える」神のような存在となる。必然的にAGlか らASIへ
の移行は、ANIからASIへの移行よりもはるかに短すJl問で起こることになる。

AI開発進行状渉と:AIチ ャットGPTを提,けるOprnAIなに     c配 oは 2026

を、理91(点と干彗絣I∴YEI廿樹晋rゞ巽争甘甲誤抵:継謬縄せは
AGXレベルに達する」と比通している。(TIMEWELL‐ 2026年 1月 21日 )
(AIの進歩が人類に何をもたらすか?】    

・

.現
段階で人類はすでに、以下の恐ろしい事案に直面している。

③ アンソロピッタ社のクロ中ド「ミュトス|と オープンA llにの「アストラJの革越
したハッキィグ能力であると

参考資料 (3)AI開発トップを走るアンソロピック社のAIク ロード最新版「ミュト
スJは、強ノJな ソフトゥェアの脆弱性発見および攻撃コードの生成能力を有する。
開鎖さⅢたIT礫境かヽら独力で脆期性を見つけ‖ェして′`ンキングを行い、インタエネッ
ト猟境へ朗出したとヤヽう報告もなされている。短期間で敷′J件の脆鶉11:優れ1,を検趾|
し、そのうち数千件が敷命的な深刻疫ぃ分類されたという検れたデータも存在する。こ
のような高度な能力は、懸川1さ れた場合に深刻なシステム隠省を引き起こす恐れがあ
ると報
｀
える。そのため、単なる使利なツエルという粋を超え、新たなサイテヾ▼兵船に

なり得ると危1果されている。専門家の間で奇、防御ll11が根本的な対応を追られる麓要
な1は換点として脇融されている。開発売のAntlrOpiC社は、)よ川のジネクを超く受け
れめ、このモデルの一般公開を見送る決断を下した。その代わりとして、主要なテク
ィロジー企業およそjO社で鞘成される「Project Gllsswing」 というコンソーシアムを
立ち上げ、参加企業にのみ限定lriどにアクセスを許可している。(丸縦 I‐DIGrO,Insighi
HUB1 2026年 7月 3111) 

・

参考資料 (4) Ope,AIは 8潟 7日のブログ投稿とAxお sへの取材の中で、

'H発

中の
モデル「アストラJについて、和,内群榊の結巣「critiCal(孟大)Jと いうサィパーセキ
ュリティー“にの脅威レベルに避する可能性を苓定できないと説明した。これを受けて

｀

Op`nAItま 、安全対策が整うまでAstraに関する…部の社内開発を…i時停i「にするとり1ら
かにした。背景には、この 2週間のμ弩にOpenAIと Anthropicの 両社が、Alシ ステム
が複数の剤1織のシステムに意図せず投入していたことを相次いで公表していたという
流れもある。
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この2つの現史は、まだ従来雪をAIか らAGI(汎用人工知能)への進化の服中に起きた

のである。画相iと もこの
・y′期せぬ半態に慎範にオヽl・応しているので大耶には■つていな

ぃ。しかしながら、悪くするとAと が核弾道ロケツト発射コント
ロールシステムをハッ

キングして発射ボかンを押す澤∫衛ヒ性を否足できない。

②私たちは日々 のマスコミ報道で東欧や中束などの戦争
・現坊において“AIが敵国人

を銀も効率よく殺す逝具としてますます雛要な位避を占めつつある"と いう恐ろし
い現

突を絶とさせられている。

人間がAXに設定したプログラムに従い内動的に人を殺す
ことが班史の戦場で行われ

ている∫未だ人類はその程度のプログラムを帯くレ
ベルになる。世界各14は AIを積極

的に鋼1群こ力に朔又り入れている。その騨Iの Al能力がその団の1住事プJの レ
ペルを決してい

るの1ま湘知め子突である。危険なことに人触はその恐怖に対ゥ不感,市:に な
つている。

その人類が開発するArが AGIへと進化し意識を持ち始めている。Aα が究成すれば

後はAGIが人の手を借りることなく出身をバージョンアツプさせる段階に入るので、

超知1能 ASIへの速化は井常に送いと繊測されている。Aiの能ノ」を指数関数的を超える

勢いで出_にさせている人類相i会の米来がどうなるか、想像して
いただきたい。

(人にやさしいASI,ASIを育成する努力の必要性】

アンチロピツク社は管学者や崇狭家を開発ムタンフに

'Jllえ

ているという。そのよう

な努力が突り、AIが人鞭の友としてあり統ければ、:AGI、 ASIの出現により人類
は衣

食住のための仕事から解放され、各人各様に白分の生まれてきた爽
の日的にまい進で

きるニートピアが剣来すると予想されている。

他方、恐ろしい可能性もあるとASIの連化増Я苗、超IH大デ
ータセンターllyr設および

臨大電力消費は一体になつて進むか

"、

地球装面はデと…ガセンターと電ブJ供給のため

の太陽光発電など発電施設で覆われ、,也球はもはや人類〔が生存できる繋境
ではなくな

り我々は煎然消滅するとの予想がある。

AIは、その作り手の内iHを I典す銚であり
`、 使い手の内i前で韓にも態にもなり得る。

本詰瓶では、我々
‐般∬f民でも参面できる努力として、データセンター建設という

AI開発のボトルネックをヨントロールすることでAと 開発速度を避延させる。それ
で

稼いだ時開を安全14ュ盤保の技術を研究することやt人々のAItと まつわる講論の喚旭に

充て得ることを示した。この努力は′Al榜R発に
おける安全性担保研究あ時間をつくると

いう点において、下記の専円家たちの提鴫と軌を…にするものである。

何年も前からAI開発に係う天才たち♂)多 くが、競先鮒 AI ttB発の遅延を訴える群髄

に戦名している。頭を冷やし真剣に安全性を問う時間を窟1る ためにり

参考資料 (5)今年7月 に元OpenAI研究驚 が主宰すると縦先端 AI

の進化と精E会的インパクトについて発需する非常利専F日家珀1搬 Tlke AI Futures PtteCt

がこAGl、 ASIを人に寄り添う安全なAIと して育て上げるための
シナジオ「A12040
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Plan AJを 発表した。このプランの主な14・子は、①最先端 AIけH発を手桜Ⅲけるdiだった

研】発企業と国家問で互いに進抄状汐とをガラス張りで見せ合う団際コンソーシアムを作

って、依け好区けができないようにする。Plan本 の成否はI部阿側をヨンソーシアムに取

りこめるか否かにかかっている。②人類にやさしい Aと として育て上げるのにたっぶり

と時削をかけるための意図的な開発遅延を重1見する。2019年猟(繰な題角i能競争を隠避

する米中国際合意をする。2030年 ,千先段階で日律 Aと ができているがあくまで人間が

制御を維神 t′統ける。2035年 までにAと を人間の敵高専T4家と同レベルまで進イヒぎせ

て…時中止、人剛のコントロィ″下で進化がゆっくり進められる。2040年 ついに旭知

能ASIが出Lに現れASI開発が開始される。非↑竹にゆっくりと憐臆に進める静r間になっ

ている。先に祀した    CBOや ■■ECEOの予測より104i逓 く運延されて
いる。(XT 43Vi 2026旬云7,112H)

日家は朋権をt企業は市場独占を希求し、それぞれの欲が原助力としてASI開発に

血道を_止げている。期権を維持しだい田家とそれに塊う爛家問の絶え問なぃ触烈な戦

いは1件国の軍事力増強を余儀なくしている。蛾前の破嶼プJと 殺傷ノJのある軍挙力を

持つためには、ASIを….器に手にするほかに手はない。この最初にASIを手にした希

が世界を制するという信仰が、AI開発競守Ⅲの過熱を招いているとしかし、多大な犠4t

を払つて手にしたASIが開発者の低レドル命令に軒を貸さないという喜隙1が生まれる

かもしれない。また人類がAIに依存すればするほど、AIを神格化するが似洵でた

り、人類の能力が選化する危険性もある。

【データセンターと人類の米来】

以上の第二章で行つた議論は、データセンタとがつくば市の定める「土地利用方針

(1)～ (5)」 のいずれにも該当しない。また「つくば可子の環境基本条例」及び「大

穂地区地区計画Jにも遵反している。

人類の米来が天麟Iか地獄か、選ぶのは私たち自身である。一度、AI開発を遅延さ

せ、時問をかけてしつかりと話し合い、慎重に側を選択するか決めてから将Hl発 しよ

うとデ亨タセンター建設♂)中止で何年かテクノロジー進化が停滞しても確実にユート

とアヘ向かう道を選ぶガが、より貰り1ではないか。欲と恐
4附
fにかられて報1速な行動を

とることは嶼みたい。                  `      ′

デ‐タセンタエ問題は、我々に“人

'霞

とテクノロジー
いについて熟考するよい機会を与

えてくれました。 これから1年間のモントリアム期間中に、つくば市民がつくば市と
言う視野と世界視野の間を自由にズームイン・ズ中ムアウトを反復して闊逮な議論が積

み上がるでしょう。その中で育まれる智慧は、美しいつくlゞ市と平和な人類の未来を創

ることに役立つでしょう。
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